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第１１０回「東京ＰＨＰ誌読者の会」例会のご案内 

 

東京ＰＨＰ誌読者の会 代表 松田 和繁 

 

拝啓 

余寒なお厳しき折、いかがお過ごしでしょうか。

皆様には、ますます御健勝のこととお慶び申し上

げます。日頃は大変お世話になっております。 

このたび天皇皇后両陛下がフィリピンを５４年

ぶりに訪問され戦没者を慰霊されました。太平洋

戦争で 51 万 8000 人と最も多くの日本兵が犠牲に

なった地です。私の伯父もルソン島北部バギオで

銃弾を受け、その後野戦病院で亡くなり英霊とな

りました。上官の方が伯父の親指だけを持ってご

報告に来られたそうです。男子一人の母の実家を

継ぐために私は結婚と同時に未婚の叔母と養子縁

組を組みました。その後直ぐに、伯父が身に付け

ていた日章旗が、偶然ともいうべき人の繋がりで

松田家に戻ってきました。その日章旗は血染めで

茶色に変色した血痕が飛び散った状態でした。伯

父とその地域の警察署長の名前が書かれていたた

めに両親の元に戻る事ができました。 

私も、昨年、フィリピンの地を訪問し、伯父が

亡くなったであろう近くの戦没者慰霊碑の前で、

祖父母、そして母も含め伯父にとっては大切な５

人の妹の写真と伴に手を合わせてまいりました。 

戦後 70 年、母、叔母も 90 歳をもう直ぐ向かえる

身でありながら、自分で食事を作り元気で過ごし

ています。多分、伯父が空から見守ってくれてい

るのだと思います。 

小さな命を絶つ悲しい事件が報道されています

が、今のような社会を残すためにたくさんの方が

亡くなったわけではないはずです。一人一人の命

を大切にし、育むことを忘れずに！（祈り） 

ＰＨＰ活動を継続することの必要性をより強く

感じるこの頃です。 

さて、１月の例会は少数５名での和みの会とな

りました。久しぶりにコアなメンバーとじっくり

と中身の濃いお話ができ、時間の過ぎるのを忘れ

るぐらいでした。 

  

(ﾌｨﾘﾋﾟﾝ慰霊)  （京橋区民館にて集合写真） 

今月の例会は、２月２８日です。開催場所は、

いつもの人形町区民館です。 

敬具 

 

 

下記にて、第１１０回の例会を開催いたします。奮ってご参加ください。お待ちしています。         

記 

【第１１０回例会】 

●日 時：平成２８年２月２８日（日）１３：００～１５：３０ 

●会 場：中央区人形町区民館 ３号洋室  

           ※会場を、よくご確認をしておいで下さい！ 

●参加費：５００円（通常の会費）） 

◇意見交換テーマ ” いい言葉が、心を強くする！ ”[ＰＨＰ誌２月号テーマ] 

  今回のあなたの出番です！はご自由ですので、私！という方の出番で～す♪～ テーマも↓ 

           “ 自由に決めてください！！ ” 

  ※いずれもオープン例会で、お友達の参加費は無料です！お誘いあわせてどうぞ！ 

  ☆ご希望の方は、例会終了後に、近くのお店で和みの時間を持ちたいと思います。 

お問合せ先：東京ＰＨＰ友の会 代表 松田和繁   ＦＡＸ：０４３－４８７－７２３３ 

携 帯：０８０－５０５９－６２５６ Ｅ-mail: matsudaron0426@yahoo.co.jp 

“ＰＨＰ誌”という小さな１冊に心を惹きつけられた皆さんが集まれる『場』である 

友の会の例会は、いつも温かい空気をつくり出してくれます。 

mailto:matsudaron0426@yahoo.co.jp


【人形町区民館】施設案内 

 

 

 


